
八
百
啓
介
著

『
近
世
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
と
鎖
国
』

は
　
じ
　
め
　
に

藤
田
加
代
子

　
本
書
の
著
者
八
百
啓
介
氏
は
、
こ
の
十
数
年
来
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社

平
戸
・
長
崎
商
館
の
史
料
を
主
た
る
素
材
と
し
、
近
世
日
本
の
対
外
関
係
史

に
関
し
て
、
一
貫
し
て
手
堅
い
実
証
的
な
研
究
を
行
っ
て
こ
ら
れ
た
。
学
位

論
文
を
契
機
と
し
て
、
著
者
の
近
世
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
研
究
が
こ
う
し
た
単
著

と
し
て
総
括
さ
れ
た
こ
と
は
、
貿
易
史
を
専
攻
す
る
人
々
だ
け
で
な
く
、
ひ

ろ
く
対
外
関
係
に
関
心
を
持
つ
国
内
経
済
史
や
政
治
史
の
研
究
者
に
と
っ
て

も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
本
書
の
評
に
は
日
本
経
済
史
と
近
世
国
際
関
係
史
の
視
点
を
複
合
す
る
こ

と
が
必
要
だ
が
、
本
稿
で
は
評
者
の
力
量
不
足
も
あ
り
、
主
に
オ
ラ
ン
ダ
の

拡
張
史
（
①
×
娼
奏
し
。
δ
口
賦
ω
8
「
図
）
の
立
場
か
ら
分
析
を
行
う
。
著
者
が

門
序
論
」
に
お
い
て
述
べ
る
よ
う
に
、
近
世
の
意
外
関
係
が
貿
易
を
通
じ
て

の
国
内
社
会
と
国
際
社
会
と
の
経
済
的
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
本
書
の
論
を
国
内
経
済
史
の
枠
内
だ
け
で
な
く
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン

ド
会
社
（
以
下
V
O
C
）
の
東
イ
ン
ド
貿
易
全
体
の
中
で
検
討
す
る
作
業
は
、

い
わ
ば
当
然
の
手
続
き
で
あ
る
。
こ
の
点
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き

た
い
。

［
　
各
章
の
構
成

　
本
書
で
は
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
ま
で
の
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
が
、
各
時
期

の
主
要
輸
出
品
（
　
七
世
紀
前
半
の
米
、
～
七
世
紀
後
半
か
ら
の
小
判
・
銅
、

一
八
世
紀
の
砂
糖
）
を
主
た
る
分
析
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
お
お
よ
そ
三
部

に
分
け
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
は
じ
め
に
各
章
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
な
紹

介
を
行
う
。

　
第
一
章
・
第
二
章
は
共
に
米
を
対
象
と
し
、
視
点
を
国
内
の
生
産
現
場
か

ら
輸
出
先
の
台
湾
ま
で
広
げ
つ
つ
、
海
外
貿
易
と
「
鎖
国
」
形
成
の
椙
関
関

係
が
論
じ
ら
れ
る
。
V
O
C
史
料
が
ベ
ー
ス
だ
が
、
焦
点
は
V
O
C
貿
易
そ

の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
鎖
国
」
的
国
内
市
場
の
形
成
過
程
に
合
う
。

ま
ず
第
一
章
轟
鎖
国
隔
の
形
成
と
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
」
で
は
、
平
戸
・
長
崎

商
館
の
仕
訳
帳
に
基
づ
い
て
、
松
浦
氏
と
細
川
氏
の
米
取
引
と
商
館
へ
の
負

債
処
理
が
検
証
さ
れ
る
。
同
時
に
貿
易
史
の
視
点
か
ら
「
鎖
国
」
の
意
義
が

問
い
直
さ
れ
る
。
著
者
は
朝
尾
直
弘
氏
の
業
績
を
批
判
的
に
消
化
し
つ
つ
、

近
世
初
期
の
西
国
大
名
に
と
っ
て
の
長
崎
市
場
は
そ
の
近
距
離
性
と
海
外
市

場
に
連
結
す
る
広
域
性
か
ら
、
国
内
市
場
と
し
て
の
上
方
布
場
を
凌
駕
す
る

潜
在
的
需
要
を
有
し
、
幕
府
自
身
は
　
六
六
〇
年
代
に
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
変

化
に
よ
っ
て
日
本
米
の
需
要
が
失
わ
れ
る
ま
で
、
年
貢
米
販
売
を
通
じ
た
西

国
大
名
の
財
政
と
海
外
貿
易
の
つ
な
が
り
を
遮
断
で
き
な
か
っ
た
と
結
論
す

る
。　

領
主
米
輸
出
の
実
態
と
そ
の
終
焉
は
、
第
二
章
＝
七
世
紀
の
東
ア
ジ
ア

と
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
」
で
扱
わ
れ
る
。
V
O
C
の
日
本
米
輸
出
は
　

六
三
七
年
ま
で
は
主
と
し
て
バ
タ
ビ
ア
に
向
け
ら
れ
、
台
湾
の
タ
イ
オ
ワ
ン

商
館
の
活
動
が
活
発
化
す
る
と
共
に
、
台
湾
で
の
消
費
と
部
分
的
な
中
国
本
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評直

土
へ
の
再
輸
出
用
に
、
集
中
し
た
米
供
給
が
展
開
さ
れ
る
。
～
六
五
〇
年
代

末
に
鄭
氏
と
の
緊
張
が
高
ま
る
と
輸
出
量
は
急
減
し
、
一
六
六
二
年
の
台
湾

撤
退
に
よ
っ
て
米
輸
出
は
そ
の
意
義
を
失
う
。
　
一
六
六
八
年
の
米
穀
を
含
む

幕
府
の
輸
出
入
晶
禁
令
は
、
国
内
の
幕
藩
制
的
流
通
機
構
の
保
護
・
整
備
と

い
う
経
済
的
意
図
と
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
紛
争
へ
の
関
与
の
回
避
と

い
う
政
治
的
意
図
と
の
結
合
と
説
明
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
＊

　
第
三
章
か
ら
第
六
章
ま
で
は
、
銀
輸
出
禁
止
（
一
六
六
八
年
）
以
降
に
主

要
輸
出
品
と
な
っ
た
銅
と
小
判
を
分
析
対
象
と
し
、
ひ
と
ま
と
ま
り
を
成
す
。

ま
ず
第
三
章
「
元
禄
小
判
の
輸
出
と
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
」
で
、
一
六
八
五
年
の

定
自
制
以
後
の
貿
易
制
限
策
を
背
景
に
、
代
物
替
を
含
む
銅
貿
易
の
実
態

（
数
量
・
価
格
・
取
引
方
法
等
）
が
日
蘭
史
料
の
比
較
を
通
じ
て
検
討
さ
れ

る
。
オ
ラ
ン
ダ
は
改
鋳
に
よ
っ
て
品
位
の
低
下
し
た
元
禄
・
宝
永
小
判
を
忌

避
す
る
た
め
に
、
船
の
積
載
能
力
を
超
え
た
銅
を
輸
出
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
矛
盾
を
抱
え
て
い
た
。
ま
た
脇
荷
の
存
在
と
船
舶
の
老
朽
化
は
、
V
O
C

の
悼
銅
輸
出
能
力
の
低
下
を
招
い
た
。

　
第
四
章
「
宝
永
・
正
徳
期
の
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
」
で
は
、
国
内
産
銅
・
廻
銅

蚤
の
不
足
に
伴
い
、
V
O
C
が
正
徳
期
に
は
品
位
の
低
い
宝
永
小
判
の
輸
出

に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
状
況
が
、
商
館
長
と
長
崎
泰
行
の
往
復
書

簡
の
再
構
成
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
る
。
幕
府
は
小
判
の
輸
出
削
減
と
銅
輸

出
の
確
保
の
姿
勢
を
正
徳
新
例
で
打
ち
出
し
た
が
、
V
O
C
側
は
銅
よ
り
も

小
判
を
よ
り
重
視
す
る
方
針
と
、
銅
の
質
的
確
保
へ
の
関
心
か
ら
、
新
例
に

対
し
て
関
心
に
乏
し
か
っ
た
。

　
第
五
章
「
享
保
改
革
期
の
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
」
で
は
、
正
徳
新
例
か
ら
一
七

三
三
年
の
新
仕
法
ま
で
の
一
連
の
貿
易
改
革
が
検
討
さ
れ
る
。
こ
の
新
仕
法

の
目
的
は
、
享
保
改
革
の
柱
で
あ
る
貨
幣
統
一
に
基
づ
き
、
｝
七
二
二
年
の

享
保
小
判
導
入
で
生
じ
た
新
金
と
旧
銀
の
混
在
を
解
消
し
、
オ
ラ
ン
ダ
貿
易

を
国
内
の
新
通
貨
体
制
に
組
み
込
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
第
六
章
＝
八
世
紀
転
換
期
の
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
」
で
は
、
銅
・
小
判
の
輸

出
を
主
軸
と
し
て
き
た
｝
七
世
紀
後
半
以
降
の
貿
易
構
造
が
、
一
七
三
〇
～

一
七
六
〇
年
代
に
大
き
く
変
化
す
る
様
が
描
か
れ
る
。
イ
ン
ド
で
の
享
保
小

判
の
販
売
損
失
に
苦
慮
す
る
V
O
C
は
、
そ
の
損
失
を
出
島
商
館
の
帳
簿
で

他
の
輸
出
商
品
の
仕
入
価
格
に
転
嫁
す
る
。
さ
ら
に
品
位
の
低
い
元
文
小
遡

も
登
場
し
、
一
七
五
三
年
を
最
後
に
V
O
C
は
つ
い
に
小
判
輸
出
に
終
止
符

を
打
ち
、
～
七
六
〇
年
代
に
一
転
し
て
日
本
へ
の
貴
金
属
輸
入
を
開
始
す
る
。

一
方
、
銅
輸
出
の
比
重
は
一
七
四
〇
年
代
に
増
加
し
、
「
脇
荷
代
り
」
の
平

銅
や
「
金
代
り
銅
」
の
出
現
が
示
す
よ
う
に
、
輸
出
銅
の
種
類
増
加
と
、
銅

取
引
の
譲
歩
へ
の
拡
大
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
＊

　
第
七
章
「
一
八
世
紀
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
砂
糖
貿
易
」
は
、
ひ
と
つ
の

輸
入
品
目
に
つ
い
て
海
外
で
の
生
産
形
態
か
ら
日
本
国
内
の
消
費
者
に
ま
で

検
証
を
連
ね
る
、
著
者
に
は
一
種
異
色
の
ス
タ
イ
ル
だ
が
、
最
も
読
み
ご
た

え
が
あ
っ
た
。
砂
糖
の
社
会
史
的
な
説
明
を
得
意
の
帳
簿
分
析
に
組
み
合
わ

せ
る
手
法
は
「
『
貿
易
帳
簿
は
つ
ま
ら
な
い
撫
と
い
う
偏
見
扁
（
「
あ
と
が
き
」
、

三
二
二
頁
）
に
対
す
る
、
模
索
の
末
の
亭
亭
と
も
取
れ
、
今
後
の
貿
易
史
の

あ
り
方
に
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

　
ま
ず
バ
タ
ビ
ア
で
の
砂
糖
購
入
・
輸
出
壷
の
長
期
的
変
化
が
説
明
さ
れ
、

中
国
人
移
民
に
依
存
す
る
バ
タ
ビ
ア
の
砂
糖
生
産
の
矛
盾
が
示
さ
れ
る
。
出

島
で
は
一
六
八
九
年
か
ら
輸
入
量
が
激
増
し
、
一
七
一
〇
年
代
に
来
航
船
数

の
減
少
に
よ
っ
て
バ
ラ
ス
ト
的
商
品
と
い
う
性
質
ゆ
え
に
輸
入
燈
は
減
少
す

159 （IOO5）



る
。
～
七
三
〇
年
代
に
オ
ラ
ン
ダ
船
の
貨
物
董
が
減
少
す
る
と
、
逆
に
砂
糖

輸
入
量
は
増
加
し
、
～
七
五
九
年
に
最
高
蚤
を
記
録
す
る
。
ま
た
一
七
一
五

年
か
ら
大
量
の
砂
糖
が
役
人
ら
へ
の
贈
り
物
に
利
用
さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
転

売
を
器
的
と
し
、
砂
糖
が
都
市
の
発
展
と
下
層
民
の
増
加
に
支
え
ら
れ
て
国

民
的
商
品
と
な
っ
た
国
内
の
社
会
変
化
が
説
明
さ
れ
る
。

　
仕
訳
帳
に
基
づ
い
た
数
量
変
化
の
分
析
は
概
ね
説
得
力
を
持
つ
。
た
だ
し

著
者
は
一
七
｝
○
年
代
に
入
っ
て
砂
糖
の
輸
入
最
が
最
初
に
大
き
く
落
ち
込

む
の
は
オ
ラ
ン
ダ
船
の
来
航
数
が
初
め
て
二
隻
に
な
っ
た
一
七
一
四
年
と
す

る
が
（
¢
五
八
頁
）
、
前
年
度
の
一
七
～
三
年
（
表
5
6
．
5
7
に
記
載
が
な
い
）

が
正
し
い
。
こ
の
節
で
は
帳
簿
以
外
の
オ
ラ
ン
ダ
側
史
料
が
ほ
と
ん
ど
利
用

さ
れ
て
い
な
い
が
、
数
量
変
化
の
説
明
に
し
て
も
報
告
書
類
を
常
に
参
照
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
＊

　
最
後
に
配
さ
れ
た
門
補
論
」
は
、
繊
島
商
館
時
代
の
前
半
期
で
あ
る
一
六

闘
一
年
か
ら
～
七
六
〇
年
ま
で
の
来
航
オ
ラ
ン
ダ
船
に
関
す
る
船
名
・
船

型
・
ト
ン
数
・
出
航
地
・
柱
路
寄
港
地
・
渡
航
地
・
帰
路
寄
港
地
の
一
覧

（
表
6
2
）
と
、
そ
れ
を
元
に
し
た
来
航
船
の
貿
易
ル
…
ト
・
船
型
の
考
察
の

三
部
か
ら
な
る
。
表
6
2
は
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
を
概
観
す
る
基
本
資
料
と
し
て
、

誠
に
便
利
な
台
帳
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
積
荷
状
・
仕
訳
帳
の
欠
損
年
は

年
次
報
告
等
か
ら
デ
ー
タ
を
補
足
し
、
船
名
の
日
本
語
表
記
を
加
え
て
い
た

だ
き
た
か
っ
た
。

　
こ
の
章
の
役
割
は
、
一
七
世
紀
か
ら
～
八
世
紀
に
至
る
嵐
島
オ
ラ
ン
ダ
貿

易
の
構
造
的
変
化
に
つ
い
て
、
「
東
ア
ジ
ア
貿
易
か
ら
ア
ジ
ア
域
内
貿
易
へ

と
い
う
　
　
い
わ
ば
ヨ
コ
の
変
化
…
」
（
三
〇
九
頁
）
の
説
明
を
与
え
る

こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
評
者
は
こ
の
構
造
的
変
化
に
つ
い
て
八
百
氏
と
完
全

に
見
解
を
異
に
す
る
の
で
、
本
稿
の
第
三
部
で
あ
ら
た
め
て
詳
述
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
＊

　
右
の
よ
う
な
簡
単
な
要
約
に
よ
っ
て
、
本
書
の
真
価
が
取
り
こ
ぼ
さ
れ
る

こ
と
を
評
者
は
恐
れ
る
。
史
料
と
実
直
に
向
き
合
い
、
難
解
な
取
引
や
帳
簿

記
入
の
実
態
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
解
き
ほ
ぐ
し
て
ゆ
く
叙
述
そ
の
も
の

が
、
本
書
の
最
大
の
良
さ
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
総
じ
て
、
本
書
は
V
O
C
史
料
の
緻
密
な
分
析
に
よ
っ
て
数
々
の
新
知
見

を
我
々
読
者
に
も
た
ら
し
て
く
れ
る
、
良
心
的
著
作
と
い
え
よ
う
。
著
者
は
、

数
度
の
小
判
改
鋳
や
積
み
残
し
銅
・
ペ
ル
シ
ア
馬
拝
領
銅
・
脇
荷
に
お
け
る

平
銅
取
引
な
ど
、
こ
れ
ま
で
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
貿
易
の
諸
局
面
の
実
態
を

解
明
す
る
の
に
成
功
し
て
い
る
。
全
体
を
通
読
す
る
だ
け
で
な
く
、
年
代
や

ア
イ
テ
ム
に
応
じ
て
デ
ー
タ
を
部
分
利
用
し
た
い
読
者
に
も
便
利
な
構
成
で

あ
る
。
先
行
研
究
に
対
し
て
も
、
和
文
注
で
細
や
か
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い

②
る
。　

だ
が
同
時
に
議
論
の
説
得
力
に
乏
し
い
点
も
ま
ま
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
以

下
で
は
、
個
々
の
箇
所
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
原
因
に
な
っ
た
と
評
者
が
考

え
る
ω
会
計
・
文
書
史
料
の
双
方
を
含
め
た
V
O
C
史
料
の
参
照
枠
組
み
の

あ
り
方
、
ま
た
そ
れ
と
密
接
に
関
わ
っ
て
、
働
～
七
・
一
八
世
紀
に
お
け
る

V
O
C
貿
易
の
特
質
、
の
二
つ
の
大
枠
に
つ
い
て
評
を
展
開
し
た
い
。

ニ
　
オ
ラ
ン
ダ
史
料
に
み
る
言
説

　
本
書
を
通
読
し
て
何
よ
り
も
疑
問
に
感
じ
る
の
は
、
八
百
氏
が
V
O
C
史

料
（
仕
訳
帳
な
ど
の
帳
簿
史
料
と
、
商
館
長
の
職
掌
日
誌
や
年
次
報
告
・
政

庁
の
　
般
政
務
報
告
な
ど
の
文
書
史
料
）
の
参
照
枠
組
み
を
明
ら
か
に
し
て

い
な
い
点
で
あ
る
。
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評

　
い
っ
た
い
仕
訳
帳
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
無
前
提
に
信
頼
で
き
る
史
料
な
の
だ

ろ
う
か
？

　
そ
の
問
い
に
は
、
実
は
八
百
氏
自
身
が
半
ば
回
答
を
与
え
て
い
る
。
第
三

～
六
章
の
分
析
対
象
で
あ
る
銅
を
例
に
取
る
が
、
著
者
は
第
四
章
で
仕
訳

帳
・
「
長
崎
実
記
年
代
録
」
・
『
泉
屋
叢
考
』
に
基
き
、
…
六
九
一
～
一
七
二

五
年
ま
で
の
日
蘭
史
料
間
の
銅
取
引
価
格
の
差
（
表
2
9
、
一
四
〇
～
一
四
へ

頁
）
を
示
し
た
上
で
、
「
銅
値
段
の
相
違
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
理
由
は
、

現
時
点
で
は
説
明
で
き
な
い
（
注
2
3
、
一
四
四
頁
）
」
と
し
て
い
る
。
評
者

は
、
こ
の
価
格
差
は
オ
ラ
ン
ダ
側
が
仕
訳
帳
に
不
正
な
水
増
し
価
格
を
記
入

し
た
た
め
に
生
じ
た
と
考
え
る
。
そ
れ
は
ケ
ン
ペ
ル
の
『
日
本
誌
』
中
の
記

事
と
、
出
島
で
の
商
館
員
・
船
員
に
よ
る
不
正
の
実
態
報
告
で
確
認
で
き

③
る
。　

つ
ま
り
出
島
商
館
の
仕
訳
帳
に
記
載
さ
れ
た
銅
の
輸
出
価
格
は
、
右
の
年

代
に
限
っ
て
言
え
ば
虚
偽
の
数
値
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
価
格
や
価

格
交
渉
の
経
緯
を
記
し
た
商
館
長
の
職
掌
日
誌
や
年
次
報
告
等
も
虚
構
性
を

含
む
。
そ
れ
ら
は
バ
タ
ビ
ア
政
庁
の
一
般
政
務
報
告
に
転
記
さ
れ
て
オ
ラ
ン

ダ
本
国
へ
送
ら
れ
る
か
ら
、
実
態
と
異
な
る
数
値
を
記
載
し
た
文
書
は
か
な

り
の
数
に
上
る
。

　
同
様
に
、
銅
の
輸
出
量
に
つ
い
て
も
仕
訳
帳
に
未
記
載
の
分
が
相
当
あ
る

は
ず
で
あ
る
。
評
者
は
、
　
六
八
五
年
の
定
高
導
入
以
降
に
脇
荷
の
存
在
が

会
社
の
商
品
を
圧
迫
し
た
と
す
る
八
百
氏
の
見
解
（
第
三
章
第
三
節
）
に
基

本
的
に
同
意
す
る
。
し
か
し
、
八
百
氏
は
こ
の
重
荷
の
中
身
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
評
者
は
私
貿
易
で
銅
が
取
引
さ
れ
た
と

い
う
事
実
こ
そ
が
、
一
七
世
紀
末
か
ら
の
V
O
C
の
政
策
を
読
み
説
く
鍵
の

ひ
と
つ
だ
と
考
え
る
。

　
オ
ラ
ン
ダ
太
・
国
の
十
七
人
委
員
会
は
、
私
貿
易
で
銅
が
扱
わ
れ
て
い
る
の

を
憂
慮
し
て
い
た
。
一
六
九
〇
年
に
は
、
バ
タ
ビ
ア
に
帰
還
し
た
船
か
ら
出

島
商
館
員
所
有
の
樟
銅
が
摘
発
さ
れ
た
の
を
、
銅
の
私
貿
易
の
政
治
的
イ
ン

パ
ク
ト
を
承
知
す
る
事
務
総
長
（
総
督
の
次
席
）
が
本
国
に
報
告
し
、
総
督

が
折
り
返
し
本
国
の
指
令
で
解
任
さ
れ
る
経
緯
が
あ
っ
た
。
だ
が
バ
タ
ビ
ア

の
司
法
長
官
を
兼
任
す
る
事
務
総
長
は
、
直
接
責
任
者
で
あ
る
商
館
長
（
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

務
総
長
の
実
弟
）
に
何
の
処
罰
も
し
な
か
っ
た
。
＝
ハ
九
一
年
に
事
務
総
長

は
新
総
督
に
就
任
す
る
と
、
一
転
し
て
私
貿
易
に
は
既
に
紺
策
を
講
じ
た
と

主
張
し
、
本
国
の
干
渉
を
拒
ん
で
い
る
（
　
〇
四
頁
）
。
弟
が
事
件
後
も
私

貿
易
に
関
与
し
た
こ
と
は
、
彼
の
下
で
働
い
た
ケ
ン
ペ
ル
が
、
商
館
長
に
と

っ
て
小
鞠
以
上
に
利
益
に
な
る
の
は
、
会
社
に
禁
止
さ
れ
た
行
為
だ
が
、
樟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

銅
を
会
社
船
で
マ
ラ
ッ
カ
へ
送
る
こ
と
だ
、
と
書
い
た
の
に
明
ら
か
で
あ
る
．

　
右
の
事
例
を
述
べ
た
0
は
、
当
該
期
の
V
O
C
文
書
の
言
説
に
背
景
を
与

え
る
た
め
で
あ
る
。
概
し
て
、
著
看
の
文
書
史
料
の
読
み
は
帳
簿
の
読
み
の

綿
密
さ
に
比
べ
て
平
板
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
そ
の
史
料
の
機
能
や
作
成
時
の

個
別
条
件
へ
の
考
慮
に
欠
け
る
。
八
百
氏
は
一
六
八
五
年
の
撃
発
公
認
を
バ

タ
ビ
ア
当
局
が
一
六
九
三
年
ま
で
杷
為
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
が
（
　
〇

四
頁
）
、
賄
賂
と
ネ
ポ
テ
ィ
ズ
ム
に
満
ち
た
当
蒔
の
状
況
か
ら
し
て
、
こ
れ

は
ま
ず
あ
り
得
な
い
。
た
と
え
政
庁
が
す
べ
て
を
知
っ
て
い
て
も
、
政
庁
と

本
国
の
全
面
衝
突
を
回
避
す
る
に
は
、
責
任
は
現
場
で
あ
る
出
島
商
館
に
あ

る
と
す
る
文
書
を
商
館
長
に
提
出
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
十
七
入
委
員
会
の
バ
タ
ビ
ア
宛
て
書
簡
を
見
る
と
、
一
六
九
〇
年
代

に
起
き
た
銅
輸
送
と
脇
荷
の
問
題
が
一
七
一
八
年
に
再
燃
し
た
（
一
五
〇

頁
）
の
で
は
な
く
、
本
国
は
こ
の
間
毎
年
黒
船
数
の
削
減
を
主
張
し
て
い
る
。

政
庁
が
こ
れ
ほ
ど
長
期
間
本
国
に
逆
ら
っ
た
の
は
、
商
館
員
・
船
員
が
薄
給
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を
補
う
た
め
に
行
う
私
貿
易
を
黙
認
し
た
（
二
〇
頁
）
と
い
う
以
上
に
、

総
督
と
イ
ン
ド
参
事
会
が
商
館
長
と
い
う
パ
イ
プ
を
通
じ
て
出
島
で
の
私
貿

易
と
深
い
利
害
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
私
貿
易
は
、
船

舶
の
老
朽
化
で
輸
出
能
力
が
低
下
し
た
と
い
う
、
真
実
の
断
片
を
含
ん
だ
弁

明
で
積
極
的
に
擁
護
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
＝
一
頁
）
。

　
私
貿
易
の
よ
う
な
非
合
法
行
為
が
当
局
の
黙
認
を
受
け
て
半
公
然
と
行
わ

れ
る
の
は
、
繊
島
商
館
だ
け
の
特
殊
現
象
で
は
な
い
。
フ
ー
コ
ー
が
壼
酬
う
よ

う
に
、
こ
れ
は
旧
体
制
下
で
は
深
く
社
会
に
根
を
下
ろ
し
、
各
社
会
層
の
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

活
に
き
わ
め
て
必
要
な
行
為
だ
っ
た
。
実
際
、
本
国
が
望
む
よ
う
な
私
貿
易

の
根
絶
は
司
法
と
行
政
が
未
分
離
の
段
階
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
何
よ
り
バ

タ
ビ
ア
の
上
層
社
会
を
形
成
す
る
会
社
上
級
社
員
達
が
そ
の
経
済
的
繁
栄
を

私
的
商
取
引
に
逐
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
出
島
商
館
員
ら
も
、
ひ
と
た
び
既

得
権
と
し
て
意
識
し
た
私
貿
易
を
強
制
が
働
か
な
い
限
り
手
放
す
こ
と
は
な

い
。
一
七
世
紀
か
ら
｝
八
世
紀
に
か
け
て
の
史
料
は
、
帳
簿
も
文
書
も
含
め

て
、
こ
の
社
会
構
造
と
言
説
を
意
識
し
た
上
で
、
解
体
さ
れ
な
く
て
は
な
ら

・
な
い
。

三
　
「
想
像
し
て
ご
ら
ん
、
V
O
C
な
き
世
界
を
」

　
こ
こ
で
は
出
島
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
の
時
期
区
分
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
八
百

氏
は
「
補
論
」
の
表
6
2
「
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
来
航
オ
ラ
ン
ダ
船
」
に
基
づ

い
て
［
六
四
…
年
か
ら
一
七
六
〇
年
ま
で
の
出
航
地
・
渡
航
地
を
二
〇
年
ご

と
に
区
切
っ
て
検
討
し
た
結
果
、
出
島
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
を
〈
第
一
期
〉
旧
朱

印
船
貿
易
ル
ー
ト
の
時
代
（
｝
六
四
「
～
｝
六
五
九
年
）
・
〈
第
二
期
〉
ア
ジ

ア
域
内
貿
易
ル
ー
ト
の
時
代
（
一
六
六
〇
～
一
七
一
五
年
）
・
〈
第
三
期
V
バ

タ
ビ
ア
直
行
貿
易
ル
ー
ト
の
時
代
（
一
七
一
六
年
以
降
）
の
三
期
に
区
分
し

た
（
三
〇
二
頁
）
。

　
問
題
は
、
ω
積
荷
状
・
仕
訳
帳
に
記
載
さ
れ
た
地
名
を
出
航
地
・
渡
航
地

と
判
断
し
、
そ
れ
か
ら
引
き
出
し
た
貿
易
ル
ー
ト
で
時
期
区
分
を
す
る
と
い

う
手
順
の
技
術
的
妥
当
性
と
、
ω
一
六
六
八
年
の
幕
府
に
よ
る
銀
輸
出
禁
止

と
共
に
V
O
C
が
ア
ジ
ア
域
内
貿
易
に
初
め
て
参
入
し
た
と
す
る
点
、
の
二

点
で
あ
る
。
著
者
は
ω
に
つ
い
て
、
貿
易
の
構
造
的
分
析
に
は
個
々
の
輸
出

入
商
品
に
即
し
た
精
緻
な
考
察
が
必
要
だ
が
、
来
航
ル
ー
ト
は
貿
易
の
特
性

と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
あ
る
程
度
の
変
化
の
特
質
は
指
摘
で
き
る

（
三
〇
二
～
三
〇
三
頁
）
と
し
て
い
る
。

　
評
者
は
、
中
世
以
来
の
日
本
銀
と
中
国
産
生
糸
を
主
要
商
品
に
V
O
C
が

台
湾
で
日
中
の
中
継
貿
易
を
展
開
し
た
と
い
え
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
一
六
四

〇
年
ま
で
だ
と
考
え
る
。
試
み
に
輸
出
入
商
晶
が
来
航
ル
ー
ト
の
変
化
と
同

じ
動
向
を
示
す
か
ど
う
か
、
生
糸
と
銀
で
確
認
し
よ
う
。
ま
ず
生
糸
だ
が
、

　
六
三
五
～
一
六
四
〇
年
に
V
O
C
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
生
糸
は
、
総
量

の
八
七
％
が
台
湾
か
ら
、
九
％
が
ト
ン
キ
ン
か
ら
だ
っ
た
。
し
か
し
一
六
四

一
年
か
ら
郷
氏
の
妨
害
と
パ
ン
カ
ド
の
た
め
に
中
国
産
生
糸
・
絹
織
物
の
輸

入
は
激
減
し
、
一
六
四
一
～
一
六
五
四
年
に
は
ト
ン
キ
ン
産
生
糸
が
輸
入
総

量
の
五
～
％
と
首
位
を
占
め
る
。
一
六
五
五
年
に
バ
タ
ビ
ア
か
ら
送
ら
れ
る

ベ
ン
ガ
ル
産
生
糸
が
代
わ
っ
て
出
島
の
主
軸
商
品
と
な
り
、
一
六
五
五
～
一

六
六
八
年
に
は
総
立
比
で
バ
タ
ビ
ア
か
ら
六
七
％
、
ト
ン
キ
ン
一
九
％
、
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

湾
は
わ
ず
か
一
％
と
な
る
。

　
銀
輸
出
も
生
糸
輸
入
の
動
向
に
シ
ン
ク
ロ
す
る
。
～
六
四
一
～
一
六
六
〇

年
に
V
O
C
が
日
本
か
ら
輸
出
し
た
丁
銀
の
七
七
・
二
％
は
、
出
島
商
館
の

仕
訳
帳
上
で
は
台
湾
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
般
政
務
報
告
や
タ
イ

オ
ワ
ン
商
館
の
積
荷
状
に
基
づ
い
て
例
を
挙
げ
る
と
、
V
O
C
は
一
六
四
五
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評書

年
に
丁
銀
六
一
　
二
〇
貫
目
（
総
義
義
は
七
六
三
〇
貫
目
）
を
台
湾
へ
輸
出
し
、

う
ち
二
九
九
〇
貫
目
（
総
輸
出
最
の
三
九
・
二
％
）
は
、
申
国
か
ら
買
い
付

け
た
金
と
共
に
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
へ
中
継
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
六
五
五
年
に
は

丁
銀
四
〇
五
〇
貫
目
が
す
べ
て
台
湾
に
輸
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
そ
っ
く
り
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ン
ガ
ル
、
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
、
シ
ャ
ム
、
お
よ
び
ト
ン
キ
ン
へ
転
送
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
出
島
商
館
の
積
荷
状
・
仕
訳
帳
に
記
載
さ
れ
た
出
航
地
・
渡

航
地
は
輸
出
入
商
品
の
実
際
の
送
り
元
・
送
り
先
と
大
き
く
ず
れ
る
た
め
、

そ
こ
か
ら
割
り
出
し
た
来
航
ル
…
ト
で
貿
易
の
構
造
的
分
析
を
行
う
の
は
不

適
当
で
あ
る
。

　
こ
の
誤
り
は
、
八
百
氏
が
米
の
よ
う
に
台
湾
で
の
消
費
用
に
輸
出
さ
れ
た

商
晶
を
日
本
－
台
湾
間
貿
易
の
分
析
対
象
と
し
た
こ
と
と
（
第
　
・
二
章
）

に
も
起
因
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
生
糸
・
銀
の
よ
う
な
ス
テ
イ
プ
ル
は
、
そ
れ

よ
り
は
る
か
に
複
雑
で
広
域
的
な
動
き
を
示
す
の
で
あ
る
。

　
ア
ジ
ア
域
内
貿
易
の
問
題
に
移
ろ
う
。
い
さ
さ
か
私
事
に
わ
た
る
が
、
評

者
の
記
憶
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
始
め
た
い
。
一
九
九
八
年
夏
、
著
者
八

百
氏
と
評
者
は
あ
る
国
際
学
会
に
お
い
て
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
I
G
E
E
R

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
拡
張
史
研
究
所
）
の
研
究
者
を
中
心
と
し
た
V
O
C
貿
易
に

関
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
半
を
二
人
で
担
当
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
§
8

Q
§
ひ
§
気
嚢
、
書
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ル
ス
氏
が
、

次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
。
「
V
O
C
の
独
自
性
を
捉
え
る
に
は
、

V
O
C
な
き
世
界
を
愛
で
み
れ
ば
よ
い
。
モ
世
紀
に
お
い
唖
誰
が
マ

ラ
ッ
カ
海
峡
を
越
え
て
イ
ン
ド
へ
銀
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
か
？
」
。

　
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
の
は
無
論
単
な
る
航
路
の
話
で
は
な
く
、
V
O
C

の
特
質
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
一
六
三
八
年
に
V
O
C
は

初
め
て
タ
イ
オ
ワ
ン
か
ら
イ
ン
ド
へ
直
接
船
を
送
り
、
そ
れ
ま
で
バ
タ
ビ
ア

経
由
で
行
っ
て
い
た
イ
ン
ド
へ
の
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
貴
金
属
（
丁
銀
・
申
国

金
）
送
付
を
、
台
湾
発
マ
ラ
ッ
カ
経
由
ル
ー
ト
を
中
心
に
行
う
よ
う
に
な
る
。

以
来
、
タ
イ
オ
ワ
ン
商
館
は
バ
タ
ビ
ア
と
並
ん
で
イ
ン
ド
へ
の
・
王
要
な
資
本

の
送
付
地
と
な
っ
た
。
銅
も
…
六
四
〇
年
代
の
輸
出
解
禁
後
に
、
同
じ
く
台

湾
経
由
で
イ
ン
ド
方
面
へ
輸
送
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
と
台
湾
を
一
体
化

し
て
捉
え
れ
ば
、
V
O
C
が
～
六
三
〇
年
代
末
に
は
マ
ラ
ッ
カ
を
越
え
て
イ

ン
ド
と
東
ア
ジ
ア
を
つ
な
ぐ
ア
ジ
ア
域
内
貿
易
を
軌
道
に
乗
せ
た
こ
と
が
わ

か
る
の
で
あ
る
。

　
航
路
が
長
崎
ー
バ
タ
ビ
ア
問
に
隈
定
さ
れ
た
く
第
三
期
〉
に
も
V
O
C
貿

易
が
ア
ジ
ア
域
内
貿
易
の
要
素
を
保
っ
た
こ
と
は
、
第
五
章
で
詳
述
さ
れ
る

日
本
小
判
の
輸
出
と
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
沿
岸
で
の
商
館
経
営
の
不
可
分
の
関
係

に
明
ら
か
で
あ
る
。
航
行
ル
ー
ト
に
よ
る
出
島
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
の
時
期
区
分

は
、
本
書
で
八
百
氏
自
身
が
実
証
し
た
こ
と
の
多
く
と
、
単
純
化
の
あ
ま
り

矛
盾
を
き
た
し
て
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に
一
対
外
関
係
史
の
視
座
と
方
法
1

　
本
書
の
大
き
な
意
義
は
、
会
計
史
料
の
詳
密
な
分
析
を
ベ
ー
ス
に
日
蘭
史

料
の
比
較
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
貿
易
史
の
各
段
階
に
お
け
る
具
体
的

な
交
渉
過
程
や
記
帳
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
知
ら
れ
ざ
る
実
像
を
正
確
に
提

示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
「
空
虚
な
観
念
論
や
見
映
え
の
す
る
理
論
」
の
一
入

歩
き
を
嫌
う
八
百
氏
が
、
実
証
的
な
姿
勢
で
も
っ
て
静
か
に
示
し
た
プ
ロ
テ

ス
ト
と
も
い
え
る
（
「
あ
と
が
き
」
、
三
二
二
頁
）
。
今
後
の
貿
易
史
研
究
で

は
、
研
究
課
題
に
応
じ
て
随
時
こ
の
書
物
の
各
所
を
参
照
す
る
こ
と
が
不
可

欠
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
だ
が
典
型
的
な
貿
易
史
の
記
述
ス
タ
イ
ル
が
、
一
冊
の
書
物
と
し
て
の
総
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合
性
を
大
量
の
事
実
の
集
積
中
に
埋
没
さ
せ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
著
者
は

「
序
論
」
で
、
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
が
国
際
社
会
の
変
化
と
国
際
情
勢
の
推
移
に

よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
考
察
し
た
い
と
述
べ
る
（
一
頁
）
。

し
か
し
、
貿
易
の
ア
イ
テ
ム
は
無
限
で
は
な
い
。
今
後
、
各
ア
イ
テ
ム
ご
と

に
取
引
の
段
階
的
実
態
と
年
次
的
変
化
に
つ
い
て
精
緻
な
分
析
を
積
み
重
ね

て
い
っ
た
と
し
て
、
最
終
的
に
そ
こ
に
描
き
出
さ
れ
る
世
界
と
は
～
体
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
？
　
最
終
章
で
示
さ
れ
た
出
島
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
の
長
期

的
な
枠
組
み
が
、
不
適
切
な
史
料
の
処
理
に
よ
っ
て
誤
っ
て
い
る
だ
け
に
、

な
お
さ
ら
そ
れ
を
問
い
た
い
。

　
近
年
、
海
外
貿
易
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
力
の
動
向
が
現
地
の
経
済
・
社
会
や

既
存
の
貿
易
構
造
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
の
解
明
は
、
V
O
C
史
料
を
用
い

た
海
外
で
の
研
究
の
ト
レ
ン
ド
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
日
本
近
世
史
の
場
合
は

研
究
者
の
側
に
依
然
「
鎖
国
」
史
観
の
大
き
な
壁
が
あ
る
が
、
世
界
的
な
状

況
を
見
れ
ば
、
貿
易
史
は
特
殊
な
研
究
テ
ー
マ
で
は
ま
っ
た
く
な
い
し
、
孤

立
無
援
で
も
な
い
。
そ
れ
ら
の
魅
力
的
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
か
ら
手
法
や
理
論
的

ア
プ
ロ
ー
チ
を
摂
取
し
、
ま
た
同
時
に
本
書
で
得
ら
れ
た
知
見
を
共
有
す
る

作
業
が
今
後
最
も
望
ま
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
対
外
関
係
史
が
、
知
の

快
感
を
呼
び
起
こ
す
研
究
領
域
で
あ
る
た
め
に
も
。

①
来
航
船
三
隻
の
う
ち
二
隻
が
白
砂
糖
六
九
万
＝
二
四
ポ
ン
ド
、
氷
砂
糖
四
万

　
二
七
日
目
ポ
ン
ド
を
積
載
し
た
。
Ω
2
興
巴
㊦
ζ
置
ω
ぞ
Φ
卜
⊃
O
p
o
＜
①
ヨ
σ
輿
一
刈
一
ω
噌

　
〉
沁
♪
＜
○
○
一
Q
。
ω
P
塗
δ
費
’
－
黛
く
．

　
　
な
お
表
6
2
で
一
七
～
三
年
分
に
入
っ
て
い
る
ω
鼠
鴇
⑦
げ
亀
Φ
は
、
翌
一
七
～
四

　
年
の
来
航
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
一
七
一
王
二
四
年
共
に
来
航
船
数
は
三
隻
と

　
な
る
。

②
し
か
し
欧
文
注
は
書
式
の
統
～
と
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
各
所
で

　
一
ぼ
卑
と
o
P
o
一
r
の
誤
用
が
散
見
す
る
。
典
拠
を
示
す
注
で
、
O
＜
Φ
門
α
q
舞
。
寺
物

　
騨
δ
＜
窓
魯
竃
覧
。
旨
趣
（
到
着
文
書
集
）
な
ど
の
文
書
群
名
は
、
個
別
の
文
書
名

　
を
記
す
方
が
望
ま
し
い
。
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
国
立
中
央
文
書
館
・
同
館
所
蔵
史
料
の

　
文
書
下
名
（
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
文
書
・
日
本
商
館
文
轡
）
の
省
略
形

　
（
〉
幻
♪
＜
O
ρ
鴬
男
廟
）
に
ド
ッ
ト
は
不
要
。

③
一
六
九
〇
～
九
二
年
に
出
島
で
勤
務
し
た
ケ
ン
ペ
ル
は
、
政
庁
は
精
錬
銅
を
一

　
〇
〇
斤
当
た
り
一
二
〇
～
～
二
五
匁
以
下
で
は
買
わ
な
い
よ
う
指
示
し
た
が
、
通

　
詞
が
交
渉
で
そ
れ
よ
り
｝
○
匁
安
く
入
手
で
き
た
場
合
、
商
館
長
は
そ
の
差
額
を

　
着
服
し
た
、
と
記
し
て
い
る
。
目
詳
σ
Q
巴
げ
Φ
再
三
器
ヨ
鼠
Φ
r
漆
§
薄
、
げ
ξ
§
、

　
§
詠
餐
電
霜
9
ミ
ミ
恥
（
）
瑳
偽
尋
貧
a
こ
貫
き
。
・
．
－
き
島
㊤
嘗
g
ゆ
霧
巳
。
Φ
鍔

　
b
d
亀
碧
吟
－
ぐ
d
跳
3
（
潤
§
o
ご
｝
鱈
u
¢
巳
〈
Φ
鼠
ぞ
。
｛
笛
節
毛
蝕
．
一
㍗
霧
ρ
一
り
り
り
〉

　
曽
㊤
山
ρ
一
六
八
六
～
八
九
年
に
も
、
実
価
格
一
〇
九
・
五
～
一
一
〇
匁
が
「
仕

　
訳
帳
」
で
は
一
一
九
匁
と
記
帳
さ
れ
た
。
こ
の
数
字
は
、
一
六
八
六
年
分
の
一
一

　
〇
匁
を
除
い
て
『
泉
屋
叢
考
』
の
緬
格
と
｝
致
す
る
。
．
．
智
窟
房
＜
o
お
δ
o
↑

　
σ
q
一
帥
ω
㌦
．
》
カ
〉
曽
〉
自
己
屋
ε
ロ
一
〇
。
8
∴
り
8
㊤
。
。
9
跨
①
同
．
響
δ
く
．
∴
一
「
‘
一
曲
ご

　
一
①
【
㍉
一
①
＜
∴
住
友
修
史
室
編
『
泉
屋
占
考
』
1
8
輯
（
一
九
八
○
年
）
。

④
こ
こ
で
の
「
私
貿
易
」
は
、
ω
会
社
利
益
の
詐
取
、
働
幕
府
の
公
認
し
た
脇
荷
、

　
團
抜
荷
ほ
密
貿
易
、
等
の
個
人
に
よ
る
商
取
引
の
総
称
で
あ
る
。
な
お
貿
易
の
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
類
形
態
と
し
て
．
。
9
三
2
一
一
①
お
訂
巳
㊦
一
．
、
と
い
う
場
合
、
「
特
別
な
貿
易
」
（
本
書
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
一
〇
三
頁
）
の
意
は
な
い
。
「
個
人
の
貿
易
／
私
貿
易
」
で
あ
る
。
き
ミ
昏
導
も
轟

　
辱
、
さ
寒
、
N
§
魯
q
漕
§
ミ
（
一
り
Q
Q
一
）
甲
G
。
’
＜
’
、
．
嚇
a
o
巳
冨
「
㌦
．

⑤
〆
爵
。
ぎ
閃
電
歩
．
、
ξ
§
砺
寄
喧
謹
暗
§
き
費
冨
∪
三
。
げ
早
＆
Φ
ぎ
蜜
σ
q
？

　
器
罫
、
、
獄
9
導
8
慧
お
ぎ
邸
O
O
O
y

⑥
密
Φ
題
h
Φ
「
b
8
．

⑦
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
『
監
獄
の
誕
生
－
監
視
と
処
罰
1
』
（
一
九
七
七

　
年
、
薪
潮
社
）
八
五
～
八
七
頁
。

⑧
℃
．
≦
器
Φ
帥
ρ
．
．
U
①
↓
窪
ご
器
。
も
。
点
巷
磐
ω
⑦
N
一
群
の
与
論
曳
く
碧
餌
①
＜
曾
争
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三
α
q
号
O
o
舞
貯
窪
し
。
o
冨
O
O
旨
b
鋤
α
q
臥
㊦
魯
訂
＝
艮
⑦
「
・
》
N
一
匹
島
G
。
o
冨
話
「
冨
⑦
二
⇒
号

　
一
斗
Φ
①
5
＜
甲
、
．
冒
b
σ
鴨
起
馨
曽
§
ヒ
ロ
鴨
起
督
野
①
創
≦
陣
＝
①
ヨ
閃
忌
ぽ
。
跨
食
・
昌
儀
諸
鼠
犀
①

　
頃
δ
ヨ
箕
鎚
（
↓
鵠
ぴ
竃
σ
q
”
O
冨
昌
。
偉
①
戸
一
り
c
Q
9
一
①
甲
刈
一
．
　
　
　
　
　
　
　
　
・

⑨
本
稿
中
の
貴
金
属
貿
易
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
藤
田
加
代
子
「
（
仮
）
オ
ラ
ン

　
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
（
V
O
C
）
の
日
本
銀
輸
出
」
（
石
見
銀
山
歴
史
文
献
調
査
団

　
編
買
仮
）
石
見
銀
山
歴
史
文
献
調
査
結
果
報
省
書
師
、
編
集
中
）
よ
り
引
用
。

⑩
甘
ぎ
中
ミ
旺
。
・
回
．
、
O
。
巳
ぽ
象
・
σ
q
幻
Φ
慧
差
響
．
．
ぎ
汗
Φ
自
。
①
。
。
。
・
圃
8
、
6
8
§
冨

　
き
山
O
o
駄
＝
o
冨
一
〇
冨
p
σ
Q
ぎ
σ
Q
斤
冨
蝕
⇒
α
q
「
巴
9
。
臣
。
⇒
。
。
げ
Φ
写
①
①
μ
ひ
①
く
○
ρ
智
窟
戸

僧
謬
α
○
プ
ぎ
白
馬
霞
ヨ
α
q
筈
㊦
嵩
停
ぽ
鶉
。
嵩
餌
一
c
Q
簿
。
①
艮
旨
ぼ
。
噂
曽
．
、
困
○
》
の
H
艮
r
ひ
3
鶯
ユ
。
コ
彙
。
｝

O
o
p
＜
2
篇
。
旨
o
h
＞
。
。
貯
ω
o
ゲ
。
ド
「
ρ
沁
㎝
旨
¢
閏
Φ
お
O
Q
Q
り
客
o
o
己
≦
一
一
犀
Φ
浮
〇
三
り
日
ず
Φ

翼
Φ
9
㊦
ユ
餌
ゆ
伍
ω
．

（
A
5
判
　
三
二
五
頁
索
引
一
　
雪
囲
抄
訳
七
頁
　
｝
九
九
八
年
十
二
月

　
士
現
川
弘
文
館
　

九
山
ハ
○
○
円
）

（
ラ
イ
デ
ン
大
学
0
2
≦
ω
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
サ
…
チ
ャ
ー

　
　
　
O

①
＝
着
丈
）
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